


安全性に関する注意事項
1. 下記の注意事項をよく読み、内容に従ってください。必ず全ての注意事項に目を通して

ください。
2. マイクを極端な低温または高温にさらさないでください。
3. マイクを雨にさらしたり、水の中や湿気の多い場所で使用したりしないでください。
4. マイクに過度のほこりや異物が付着しないようにしてください。
5. マイクは乾いた布で外側を拭き、清潔に保ってください。
6. マイクの接続と取り外しを行うときは、必ずミキサーのチャンネルフェーダーとマスター

フェーダーを下げてください。
7. マイクを使用しないときは、マイクをケースに入れて保管してください。
8. マイクを分解しないでください。
9. Mackie は、マイクの不適切な使用や改造によって生じたいかなる損傷・損害に対しても

責任を負いません。
10.	極端に高いレベルで再生を行うと、恒常的

な難聴の原因となる場合があります。騒
音性難聴の罹患率は個人により異なります
が、騒音に一定時間さらされた全ての人に、
何らかの聴力の低下が認められます。米国
政府の労働安全衛生局（OSHA）は、右の
図に示されている許容可能な騒音レベルを
規定しています。OSHA によると、これら
の許容限度を超える曝露は、聴力損失を引
き起こす可能性があります。

11.	本装置は、米国の FCC 規則のパート 15 お
よびカナダの ICES-003 に準拠しています。
準拠するために、次の 2 つの条件が適用されます。（1）本製品は有害な干渉を発生させ
ないものとし、（2）本製品は、望ましくない動作を引き起こす可能性のある干渉を含め、
受信したすべての干渉を受け入れるものとします。

一日あたりの可聴時間 サウンドレベル
8 90 dB

6 92 dB

4 95 dB

3 97 dB

2 100 dB

1.5 102 dB

1 105 dB

0.5 110 dB

0.25 もしくはそれ以下 115 dB

本製品の正しい廃棄方法：このマークは、本製品が WEEE 指令
（2012/19/EU）および各国の法律に準じており、家庭ごみとし

て廃棄できないことを示しています。本製品は、電子機器のリ
サイクル業者など、許可を受けた回収業者に引き渡す必要があ
ります。廃棄物を不適切に廃棄した場合、電子機器が持つ有害
な物質により環境および人体へ悪影響をもたらす可能性があり
ます。同時に、適切に廃棄することで、天然資源の有効利用に
貢献することができます。電子機器の廃棄方法についてさらに

詳しく知りたい場合は、お住まいの地域の市役所や廃棄物処理施設、または家庭ごみ処
理サービスにご相談ください。

ご不明な点は…
• mackie-jp.com にアクセスしてサポートの項目をご覧ください。
• support_mackie@otk.co.jp までメールをお寄せください。








